
エルマーク

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
刑
罰

の
対
象
と
な
り
ま
し
た

Ａ
さ
ん　

違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
刑

罰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
刑
罰
の
対
象
で
、
ど

の
よ
う
な
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

ど
の
海
賊
版
が
本
来
無
償
で
提
供
さ

れ
て
い
る
場
合
、
違
法
で
は
あ
り
ま
す

が
、
刑
罰
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
本
来
は
有
償
で
提
供
さ
れ
て

い
る
映
像
、
音
楽
な
ど
の
海
賊
版
で
あ

る
場
合
、
刑
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
刑
罰
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
の
例
】

・
私
的
使
用
目
的
内
で
の
画
像
、
写

真
、
漫
画
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
テ
キ

ス
ト
の
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト

・
違
法
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
映
像
、

音
楽
と
知
ら
ず
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

・
動
画
投
稿
サ
イ
ト
な
ど
に
違
法
に

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
映
像
、
音
楽

な
ど
を
視
聴
し
た　

な
ど

【
海
賊
版
で
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
に
は
】

　

レ
コ
ー
ド
会
社
・
映
像
製
作
会
社

と
の
契
約
に
よ
っ
て
配
信
さ
れ
て
い

る
映
像
、
音
楽
な
ど
に
は
購
入
ペ
ー

ジ
や
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
な
ど
に
「
エ
ル

マ
ー
ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ル
マ
ー
ク
は
、一
般
社
団
法
人　

日
本

レ
コ
ー
ド
協
会
（
R
I
A
J
）
が
発
行
す
る

マ
ー
ク
で
す
。
こ
の

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
映
像
、
音
楽
な
ど

は
安
心
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（

h
ttp
:/
/

w
w
w
.b
u
n
k
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u
k
en
/
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l

）

問
合
せ　

文
化
庁
長
官
官
房
著
作
権

課
（
☎
03
・
５
２
５
３
・
４
１
１
１)

　

平
成
24
年
10
月
１
日
よ
り
著
作
権

法
が
改
正
さ
れ
、
著
作
権
者
に
無
断

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
違
法
に
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
、
本
来
は
有
償
で
提

供
さ
れ
て
い
る
映
像
、
音
楽
な
ど
を
、

違
法
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
と

知
り
な
が
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
刑
罰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
2
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

あ
る
い
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
刑
罰
対
象
の
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
】

　

映
像
、
音
楽
な
ど
に
は
作
者
に
著

作
権
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
著
作
権

者
に
無
断
で
私
的
使
用
の
目
的
を
超

え
て
複
製
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
無
断
で
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
た
も
の
を
海
賊
版
と
呼
び
、

海
賊
版
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
は「
違
法

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
映
像
、
音
楽
な

「
二
つ
の
勝

し
ょ
う

軍ぐ

ん

地じ

蔵ぞ

う

」

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

①
昭
和
53
年
10
月
13
日
指
定

②
昭
和
56
年
３
月
９
日
指
定

　

勝
軍
地
蔵
は
悪あ

く
　
ご
う業

煩
悩
の
軍
に
勝
つ

地
蔵
と
い
う
こ
と
で
、
鎌
倉
時
代
後
期

に
起
こ
っ
た
信
仰
で
す
が
、
そ
の
後
、

戦
勝
を
も
た
ら
す
地
蔵
と
し
て
中
世
武

士
の
信
仰
を
得
ま
し
た
。

　

一
方
、
民
間
で
は
防
火
神
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
、
愛
宕
権
現
と
し
て
祭
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
石
仏
に
神
仏
混
交
の
歴
史

の
流
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
に
江
戸
時
代
造
立
の
勝
軍
地
蔵

は
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

を
つ
け
、
右
手
に
錫

し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

、
左
手

に
宝
珠
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

加
須
市
内
に
こ
の
石
仏
例
は
少
な

く
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
川

辺
地
域
の
次
の
二
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
体
は
麦
倉
内
野
、
薬
師
堂
境
内
に

あ
る
①
線せ

ん

刻こ
く

勝
軍
地
蔵
で
す
。
銘
に
、

「
維
時
文
久
三
癸
亥
（
１
８
６
３
）
年
仲

春
吉
、
武
州
埼
玉
郡
麦
倉
新
田
、
一
金

百
疋
、
大
島
中
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
建

立
者
の
連
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
末
期
の
造
立
で
彫
技
は
そ
れ
ほ

ど
優
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
線
刻
の
勝

軍
地
蔵
は
北
川
辺
に
も
こ
れ
一
体
の
み

で
、
大
変
貴
重
で
す
。
な
お
、
幕
末
の

一い
っ

疋ぴ
き

は
銭
二
十
五
文
に
相
当
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
体
は
小
野
袋
藤
畑
、
八
幡
神

社
の
②
勝
軍
地
蔵
で
す
。
地
蔵
の
右
側

に
「
将

●

軍
石
尊
村
中
安
全
祈
」
、
左
側

に
元
禄
十
二
（
１
６
９
９
）
年
造
立
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
童
形
で
慈
悲
深
い

表
情
に
彫
ら
れ
て
い
て
、
騎
乗
す
る
馬

も
何
と
な
く
漫
画
風
で
、
見
る
人
の
心

を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
お
隣
の
群

馬
県
板
倉
町
に
も
、
同
じ
元
禄
12
年
の

勝
軍
地
蔵
が
あ
り
、
と
も
に
３
０
０
年

経
っ
た
と
は
思
え
な
い
良
好
な
保
存
状

態
で
、
い
か
に
地
域
の
人
た
ち
か
ら
大

切
に
さ
れ
て
き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

所在地　①内
うち

野
や

集会所付近(麦倉) 

　　　　②藤
ふじ

畑
はたけ

集会所付近(小野袋)

紹
介
者　

渡
辺　

章あ
き
ら

さ
ん
（
向
古
河
）

線刻勝軍地蔵勝軍地蔵

①②

　身の回りのことやご意見などがあり
ましたら、お気軽に電話かハガキまた
はＥメールで秘書広報課へ
〒347-8501　加須市下三俣290
 ☎ 0480・62・1111（内線313・319）
メールメール hisho@city.kazo.lg.jp

ご
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問合せ 
北川辺教育事務所
（☎0280・62・1710）


